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成 果 
● 食品生産の大変さが実体験でき、食料を大切にしようという気

持ちが強まった。 

● 学校応援団の方と活動することで、地域の絆が深まった。 

令和７年度 

特 色 

 

農業体験 

● 総合的な学習の時間において、食料生産の大切さを体験すると

ともに地域との連携を深めることをねらいとして取り組んだ。 

● 事前に稲作について学習し、学校応援団の方々に御協力いただ

き、田植え、稲刈りを行った。 

● 収穫したお米を調理して、学校応援団の方と食事会を行った。 

● 自分で体験することで、お米作りの大変さが、よくわかった。 
● 稲が生長するようすを観察しながら、ご飯が食べられるように

なるまでには、たくさんの人の力が必要だと実感した。 

第５学年 

 

 


